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じ
め
に

　

1
9
8
0
年
に
竣
工
し
た
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
本
館
は
、
建
設
当
時
か
ら
容
積

4
0
0
0
㎥
の
大
規
模
な
温
度
成
層
型
蓄
熱
槽

や
高
層
階
系
統
に
採
用
し
た
二
次
側
大
温
度
差

冷
水
送
水
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

と
と
も
に
、
当
時
に
お
け
る
先
進
的
な
技
術
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
空
調
設
備
改
修
に
あ

た
っ
て
は
、
熱
源
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
構
成
す

る
蓄
熱
槽
の
容
量
増
強
と
効
率
的
な
蓄
・
放
熱

を
目
標
に
据
え
、
二
次
側
空
調
機
シ
ス
テ
ム
と

並
行
し
て
改
修
計
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

改
修
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

竣
工
当
時
に
導
入
さ
れ
た
特
徴
的
な
設
備

を
生
か
す
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
ら
の
設
備

の
効
果
を
さ
ら
に
引
き
出
す
と
と
も
に
、
最

新
技
術
を
導
入
し
て
、
最
新
ビ
ル
に
劣
ら
な

い
機
能
性
･
省
エ
ネ
性
を
持
つ
熱
源
シ
ス
テ

ム
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し

た
。
熱
源
設
備
の
更
新
は
、
竣
工
後
28
年
を

経
た
2
0
0
8
年
9
月
よ
り
約
30
カ
月
、
二

次
側
空
調
機
は
2
0
0
6
年
よ
り
約
6
年
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

既
存
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を

さ
ら
に
引
き
出
す
改
修
計
画

　

既
存
シ
ス
テ
ム
の
効
果
を
さ
ら
に
引
き
出

す
た
め
、
一
次
側
冷
凍
機
と
二
次
側
空
調
機

を
と
も
に
大
温
度
差
仕
様
（Δ

t=10℃

）

に
更
新
し
、
蓄
熱
槽
の
利
用
温
度
差
を
既

存
のΔ

t=5℃

（5/10℃

）よ
りΔ

t=10℃

（6℃
/16℃

）に
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
蓄

熱
槽
の
水
深
は
、
計
算
と
実
測
に
よ
り
、
既

存
よ
り
1
9
0

mm
程
度
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
蓄
熱
槽
容
量
も
あ
わ
せ

て
拡
大
し
ま
し
た
。

最
新
技
術
の
導
入

　

最
新
の
高
効
率
熱
源
機
を
導
入
し
、
タ
ー

ボ
冷
凍
機（
定
速
）は
C
O
P
＝
3.
0
か
ら

5.
8
へ
、吸
収
式
冷
凍
機
は
C
O
P
＝
0.
8
4

か
ら
1.
2
8
に
改
善
し
ま
し
た
。ま
た
、
中

間
期
や
低
負
荷
時
に
二
次
側
の
冷
水
温
度
差

が
確
保
で
き
ず
、
高
温
槽
が
目
標
の
16
℃
を

下
回
っ
た
状
況
下
で
も
、
継
続
的
な
高
効
率

運
転
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機

に
は
冷
水
過
流
量
制
御
を
導
入
し
ま
し
た
。

竣
工
後
の
効
果
検
証

●
蓄
熱
容
量
の
拡
大　

　

一
連
の
更
新
に
よ
り
蓄
熱
槽
の
利
用
温
度

差
は
、
5
℃
か
ら
10
℃
近
く
ま
で
拡
大
さ
れ
、

蓄
熱
容
量
は
既
存
の
67 
GJ
か
ら
約
2
倍
の

1
2
4
GJ
ま
で
増
強
さ
れ
ま
し
た（
図
1
）。

今
後
の
二
次
側
ペ
リ
メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
増
強
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

蓄
熱
容
量
増
強
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

時
間
帯
に
お
け
る
冷
凍
機
の
運
転
は
、
既
存

シ
ス
テ
ム
の「
放
熱
＋
吸
収
式
冷
凍
機
」か
ら
、

更
新
後
は「
放
熱
の
み
」（
図
２
）に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
時
間
帯
以

降
、

 

次
の
蓄
熱
開
始
時（
22
時
）ま
で
、
す
べ

て
放
熱
運
転
で
ま
か
な
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
夏
期
の
節
電
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。こ
の
結
果
、蓄
熱
依
存
度
は
50
%
を
超
え
、

年
間
夜
間
移
行
率
は
、
80
％
以
上
を
達
成
し

ま
し
た（
図
３
）。

●
冷
凍
機
の
効
率

　

改
修
前
後
の
タ
ー
ボ
冷
凍
機
単
体
C
O
P

は
、年
間
を
通
し
て
5.
0
～
7.
0
と
、
高

い
値
が
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す（
図
4
）。
ま
た
、往
還
温
度
差
が
つ
か
な

い
時
期
に
も
、
冷
水
入
口
温
度
低
下
に
と
も

な
い
冷
凍
機
の
冷
水
流
量
が
増
加
し（
過
流

量
と
な
り
）、冷
凍
機
の
定
格
運
転
を
目
指
し

た
制
御
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た（
図
5
）。

熱
源
設
備
改
修
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
効
果

　

改
修
後（
2
0
1
0
年
）の
年
間
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
改
修
前（
2
0
0
7
年
）

に
比
べ
61
%
削
減
さ
れ
ま
し
た（
図
６
）。
蓄

熱
槽
容
量
増
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
時
間

帯
の
冷
水
供
給
が
蓄
熱
槽
の
放
熱
の
み
で
ま

か
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
蒸

気
の
消
費
量
が
大
き
く
削
減
さ
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
目
指
し
て

　

本
館
の
改
修
工
事
は
、今
後
二
次
側
ペ
リ
メ
ー

タ
シス
テ
ム
の
更
新（
大
温
度
差
化
）な
ど
が
控
え

て
お
り
、
蓄
熱
利
用
温
度
差
拡
大
に
よ
る
さ
ら

な
る
容
量
増
強
が
期
待
で
き
ま
す
。
運
用
上
も

冷
却
水
温
度
最
適
値
の
検
証
を
は
じ
め
、
蓄
熱

槽
効
率
向
上
を
目
指
し
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
す
る
な
ど
、
蓄
熱
槽
の
有
効
利
用
を
通
し
て

さ
ら
な
る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
と
、
社
会

の
要
請
で
あ
る
電
力
負
荷
の
平
準
化
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト（
節
電
）を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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図1　放熱時における温度プロフィル（位置型）　2012年8月30日

図3　冷房負荷のデュレーションカーブ　2011/10~2012/9

図2　冷凍機の運転状況・放熱量　2012年8月30日

図4　ターボ冷凍機の単体のCOP

図5　ターボ冷凍機の過流量運転状況

図6　年間一次エネルギー消費量 (熱源設備 )
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